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閉
鎖
、
閉
店
、
廃
止

地
方

　

の

景
色
は
良
く
な
い

　

最
新
の
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
調
査
（
※
１
）
に
よ
れ
ば
、

北
海
道
は
沖
縄
に
次
ぐ
高
得

点
だ
（
北
海
道
49
・
８
、
一

番
低
い
北
陸
は
41
・
７
）。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
つ
ま

り
経
済
活
動
の
復
活
に
向
か

っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
際
、
有

利
な
地
点
に
立
っ
て
い
る
。

　

問
題
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す

る
？　

好
位
置
を
持
続
で
き

る
か
ど
う
か
だ
が
、
そ
こ
で

が
、
実
は
希
望
も
多
い
。
景

気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
つ
い
て

は
既
に
述
べ
た
が
、
日
本
銀

行
の
「
短
観
」
で
も
北
海
道

の
状
況
は
上
向
き
で
、
心
配

さ
れ
た
「
ロ
シ
ア
問
題
」
の

影
響
も
、
い
ま
の
と
こ
ろ
大

き
く
な
い
。
む
し
ろ
世
界
的

な
農
産
物
の
値
上
が
り
で
、

こ
れ
ま
で
割
高
に
見
ら
れ
て

い
た
道
内
産
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。
セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
原

料
と
し
て
ア
イ
ダ
ホ
産
に
頼

っ
て
い
た
が
道
産
に
切
り
換

え
る
と
い
う
（
９
月
29
日
に

注
目
し
た
い
の
が
「
地
方
創

生
」
だ
。
そ
れ
は
２
０
１
４

年
に
初
代
の
地
方
創
生
担
当

大
臣
に
な
っ
た
石
破
茂
さ
ん

達
の
努
力
で
始
ま
っ
た
基
本

政
策
だ
。
当
初
５
年
間
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
政
策
だ
っ
た
が
延

長
さ
れ
、
現
在
は
２
０
１
９

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
期

の
中
間
に
あ
る
。
補
助
金
は

加
速
化
交
付
金
と
推
進
交
付

金
に
分
か
れ
、
年
間
の
総
額

は
２
兆
円
を
超
え
る
。

　

こ
の
予
算
を
め
ぐ
っ
て
市

町
村
お
よ
び
県
は
〝
地
方
創

生
計
画
〟
を
作
成
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
政
策
を
展
開
し
て
い

る
。

　

開
始
か
ら
、
か
な
り
の
時

間
が
過
ぎ
た
。
そ
れ
で
何
が

変
わ
っ
た
の
か
？　

必
ず
し

も
満
足
の
い
く
状
況
に
は
な

い
。
地
方
を
取
り
巻
く
情
況

は
改
善
し
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

　

景
色
は
よ
く
な
い
。
地
方

都
市
の
駅
前
商
店
街
が
復
活

し
た
と
は
聞
か
な
い
し
、
若

い
女
性
の
数
が
増
え
た
と
い

う
こ
と
も
な
い
。
聞
こ
え
る

の
は
、
閉
鎖
、
閉
店
、
廃
止

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
況
を
反
映

し
て
か
、
政
府
の
熱
意
も
低

下
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
骨
太
の
方
針
」（
※
２
）

に
は
、
た
っ
た
２
ヵ
所
、
地

方
創
生
が
記
さ
れ
て
い
る
の

み
だ
。

　

地
方
の
対
応
も
、
隣
り
の

マ
チ
が
や
る
か
ら
ウ
チ
も
と

な
り
、
と
に
か
く
施
策
を
並

べ
て
「
地
方
創
生
推
進
交
付

金
」
を
申
請
す
る
。
前
年
度

の
施
策
が
効
果
あ
っ
た
か
ど

う
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
不
安
で

あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
の
一

部
に
は
「
地
方
創
生
」
の
仕

事
を
外
部
の
業
者
に
〝
丸
投

げ
〟
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ

る
。
人
手
不
足
は
わ
か
る
が
、

国
の
基
本
政
策
な
の
だ
か
ら
、

と
思
う
の
で
あ
る
。

農
産
物
の
値
上
が
り
で

道
内
産
に
注
目
集
ま
る

　

悲
観
的
な
こ
と
を
書
い
た

開
催
さ
れ
た
討
論
会
で
の
丸

谷
智
保
会
長
の
発
言
）。

　

地
方
創
生
に
関
す
る
数
々

の
経
験
が
各
地
に
累
積
し
て

い
る
の
も
心
強
い
。

　

本
誌
10
月
号
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
津

別
町
の
例
。
地
方
創
生
と
い

う
と
外
か
ら
来
る
人
を
ア
テ

に
す
る
が
（
典
型
は
観
光
）、

重
要
な
の
は
住
民
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
だ
。
こ
れ
を
大
切
に
し

発
行
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
興
味
深
い
例
が
た
く
さ
ん

あ
る
。

生
徒
・
学
生
巻
き
込
み

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

　

空
知
管
内
栗
山
町
の
閉
校

校
舎
を
利
用
し
た
「
環
境
ハ

ウ
ス
」は
コ
カ
・
コ
ー
ラ
財
団

と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
共

同
だ
が
、
知
事
も
視
察
し
て

い
る
。
檜
山
管
内
上
ノ
国
町

で
は
廃
校
を
利
用
し
た
ワ
イ

て
い
る
。

　

北
海
道
庁
は

地
方
創
生
の
ニ

ュ
ー
ス
を
集
め

て
冊
子
（『
北

海
道
創
生
ジ
ャ

ー
ナ
ル
』）
を

な
い
と
人
は
出
て
い
く
。

津
別
町
で
は
図
書
館
や

商
業
施
設
を
整
備
し
、

ま
ち
な
か
再
生
を
進
め

ナ
リ
ー
と
い
う
試
み
も
あ
る
。

　

廃
校
で
は
な
く
、
現
在
の

生
徒
・
学
生
を
巻
き
こ
ん
だ

旭
川
市
の
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

パ
ス
も
注
目
し
て
い
る
。
２

日
間
で
６
万
人
以
上
が
参
加

し
、
多
く
の
小
中
学
生
が
、

短
大
・
高
専
・
高
校
の
現
役

生
が
繰
り
広
げ
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
。

　

も
う
一
度
、
地
方
創
生
に

注
目
し
た
い
。
市
町
村
等
の

担
当
者
は
、
こ
の
意
義
あ
る

仕
事
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
。

経
済
活
動
の
復
活
に
向
け

　
た

ス
タ
ー
ト
で

も
う
一
度
、
地
方
創
生
に
注
目
を
！
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濱
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行

（はまだ　やすゆき）1948年横浜市生まれ。1970
年東北大学経済学部卒。北大経済学部教授を経
て、札幌国際大学学長、道都大学理事長、はま
なす財団理事長などを歴任。
　内閣府景気ウォッチャー委員。専門は金融論、経
済学博士（東北大学）。現在、㈱アインホールディン
グス学識顧問、キャリアバンク㈱社外取締役などを
務める。

（
※
１
）
２
０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
景

気
調
査
。
直
接
、
事
業
に
携
わ
っ
て
い

る
人
に
聞
く
の
で
〝
マ
チ
カ
ド
調
査
〟

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
リ
ー
ド
し
た
の

は
、
最
後
の
経
済
企
画
庁
長
官
で
あ
っ

た
堺
屋
太
一
さ
ん
。
筆
者
は
発
足
以
来
、

こ
の
委
員
会
の
委
員
を
務
め
て
い
る
。

（
※
２
）
小
泉
内
閣
の
時
代
に
始
ま
っ

た
「
経
済
財
政
運
営
の
改
革
と
基
本
方

針
」の
通
称
。「
地
方
活
性
化
」の
小
項

目
の
あ
と
に
「
従
来
の
地
方
創
生
に
も

4

4

（
傍
点
は
筆
者
）
取
り
組
む
」、
そ
し
て

観
光
の
項
目
に
「
観
光
立
国
の
復
活
を

図
り
、
地
方
創
生
を
進
め
る
」
と
あ
る
。

に
も

4

4

が
気
に
な
る
し
、
地
方
創
生
が
主

で
観
光
は
そ
の
手
段
だ
っ
た
は
ず
だ
。

▶
旭
川
市
で
行
わ
れ
た
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
の
の
ぼ
り

▲北海道庁が発行する北海道創
生ジャーナル『創る』と、知事が
視察した北海道創生に向けた取
り組みのページ
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